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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月31日(2008.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが定義した即時送信アドレスを保存するメモリ(116)と、
　即時送信機能(115)のユーザによる起動に応答して、アクティブなメディアファイル(15
0)を前記即時送信アドレスへ自動送信するように構成された送受信機回路(118)とを有す
ることを特徴とする移動端末(100)。
【請求項２】
　前記メモリ(116)が、メディアファイルの異なる形式に対して異なる即時送信アドレス
を保存するように構成されることを特徴とする請求項１記載の移動端末(100)。
【請求項３】
　前記送受信機回路(118)が、前記アクティブなメディアファイル(150)のメディア形式に
対応する前記即時送信アドレスへ前記アクティブなメディアファイル(150)を自動送信す
るように構成されることを特徴とする請求項２記載の移動端末(100)。
【請求項４】
　前記メモリ(116)が、異なる移動端末アプリケーションに対して異なる即時送信アドレ
スを保存するように構成されることを特徴とする請求項１記載の移動端末(100)。
【請求項５】
　前記送受信機回路(118)が、現在の移動端末アプリケーションに対応する前記即時送信
アドレスへ前記アクティブなメディアファイル(150)を自動送信するように構成されるこ
とを特徴とする請求項４記載の移動端末(100)。
【請求項６】
　移動端末(100)からマルチメディアメッセージを自動送信するための方法であって、
　ユーザが定義した即時送信アドレスを移動端末(100)のメモリ(116)に保存するステップ
と、
　即時送信機能(115)のユーザによる起動に応答して、アクティブなメディアファイル(15
0)を前記即時送信アドレスへ自動送信するステップとを有することを特徴とする方法。
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【請求項７】
　ユーザが定義した即時送信アドレスを保存するステップが、メディアファイルの異なる
形式に対して異なる即時送信アドレスを保存するステップを有することを特徴とする請求
項６記載の方法。
【請求項８】
　前記アクティブなメディアファイル(150)を自動送信するステップが、前記アクティブ
なメディアファイル(150)のメディア形式に対応する前記即時送信アドレスへ前記アクテ
ィブなメディアファイル(150)を自動送信するステップを有することを特徴とする請求項
７記載の方法。
【請求項９】
　ユーザが定義した即時送信アドレスを保存するステップが、異なる移動端末アプリケー
ションに対して異なる即時送信アドレスを保存するステップを有することを特徴とする請
求項６記載の方法。
【請求項１０】
　前記アクティブなメディアファイル(150)を自動送信するステップが、現在の移動端末
アプリケーションに対応する前記即時送信アドレスへ前記アクティブなメディアファイル
(150)を自動送信するステップを有することを特徴とする請求項９記載の方法。
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